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(57)【要約】
【課題】固定支持される固定部と荷重を受ける可動部と
を上ビーム部と下ビーム部で連結し、上ビーム部及び下
ビーム部の両端部に形成した起歪部捻り耐力を高くする
。
【解決手段】起歪部６を、ビーム部４，５の延在方向に
直交する方向に並列配置した複数の分割起歪部６ａ，６
ｂ，６ｃによって構成し、一つの分割起歪部６ｂに歪ゲ
ージ７を貼着する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  固定支持される固定部と、荷重を受ける可動部と、前記固定部及び前記可動部の上部を
連結する上ビーム部と、前記固定部及び前記可動部の下部を連結する下ビーム部とを備え
、前記上及び下の各ビーム部には、固定部寄り及び可動部寄りの２箇所に、荷重検出用の
起歪部がそれぞれ形成されると共に、各起歪部に歪ゲージがそれぞれ貼着される平行四辺
形型のロードセルであって、
　前記各起歪部は、前記固定部と前記可動部とに亘って延在する前記各ビーム部の延在方
向に直交する方向に沿って、複数の分割起歪部が並列にそれぞれ形成されたことを特徴と
するロードセル。
【請求項２】
　前記各起歪部は、前記直交する方向に沿って、三つの分割起歪部が並列にそれぞれ形成
された、
　請求項１に記載のロードセル。
【請求項３】
  前記三つの分割起歪部の内、中央の分割起歪部に前記歪ゲージが貼着される、
　請求項２に記載のロードセル。
【請求項４】
　前記中央の分割起歪部は、前記延在方向に沿う両端部に、該分割起歪部と剛体部とを連
結する連結部をそれぞれ有し、前記連結部の前記直交する方向に沿う幅が、前記歪ケージ
の貼着部位の前記直交する方向に沿う幅に比べて狭く形成される、
　請求項２または３に記載のロードセル。
【請求項５】
　前記複数の分割起歪部を、前記各ビーム部の延在方向に直交する方向において、上下に
貫通させた円形貫通孔によって形成した、
　請求項１ないし４のいずれかに記載のロードセル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、計量ホッパ、計量コンベヤ、計量タンク、等の各種計量装置に用いられる平
行四辺形型、いわゆるロバーバル型のロードセルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　平行四辺形型のロードセルとしては、例えば、特許文献１に示されているように、計量
装置のベース等に固定支持される固定部と荷重を受ける可動部とを、上ビーム部と下ビー
ム部で連結し、これら上ビーム部及び下ビーム部の両端部に薄肉の起歪部をそれぞれ形成
するとともに、各起歪部に歪ゲージを貼着したものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－６３３０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　例えば、台秤に用いられる平行四辺形型ロードセルの可動部に装着された計量台上の、
平行四辺形型ロードセルの固定部と可動部とに亘って延在する上下ビームの延在方向の中
心軸から左右方向に離れた位置に物品を載置すると固定部と可動部の間に形成された起歪
部に大きい捻り力作用し、この捻り力によって起歪部に捻れ歪みが生じ、重量値に誤差が
生じる。
【０００５】
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　本発明は、このような実情に着目してなされたものであって、計量ホッパなど、平行四
辺形型ロードセルの可動部に装着された計量台に、中心から離れた位置に大きい偏荷重が
作用しても起歪部に生じる捻れ歪みの小さいロードセルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明では次のように構成している。
【０００７】
　（１）本発明は、固定支持される固定部と、荷重を受ける可動部と、前記固定部及び前
記可動部の上部を連結する上ビーム部と、前記固定部及び前記可動部の下部を連結する下
ビーム部とを備え、前記上及び下の各ビーム部には、固定部寄り及び可動部寄りの２箇所
に、荷重検出用の起歪部がそれぞれ形成されると共に、各起歪部に歪ゲージがそれぞれ貼
着される平行四辺形型のロードセルであって、
　前記各起歪部は、前記固定部と前記可動部とに亘って延在する前記各ビーム部の延在方
向に直交する方向に沿って、複数の分割起歪部が並列にそれぞれ形成される。
【０００８】
　本発明によると、前記上下のビームに設けられた起歪部は、前記上下のビームの延在方
向に直交する方向に沿って並ぶ複数の分割起歪部で構成され、上下ビームの延在方向の中
心軸から離れた位置に分割起歪部を設けて、一つのみの起歪部を設けた場合より偏荷重の
着力点に近い位置で該偏荷重を支持することによって各起歪部に作用する捻り力を小さく
し、各起歪部の捻り歪みを小さくすることによって荷重計測精度を高くする。
【０００９】
  （２）本発明の好ましい実施形態では、前記各起歪部は前記直交する方向に沿って、三
つの分割起歪部が並列にそれぞれ形成される。更に好ましくは、前記三つの分割起歪部の
内、中央の分割起歪部に前記歪ゲージが貼着される。
【００１０】
  また、両側の二つの分割起歪部のバネ定数は、等しいのが好ましい。
【００１１】
　前記直交する方向に沿って、前記中央部の分割起歪部を挟んで、その両側にバネ定数が
等しい分割起歪部を並列に形成することによって、負荷荷重に対するロードセルの撓み量
のバランスが取れ、ロードセルに捻れが発生せず、そのことによる誤差の発生がない。
【００１２】
　（３）本発明の好ましい実施形態では、前記中央の分割起歪部は、前記延在方向に沿う
両端部に、該分割起歪部と剛体部とを連結する連結部をそれぞれ有し、前記連結部の前記
直交する方向に沿う幅が、前記歪みゲージの貼着部位の前記直交する方向に沿う幅に比べ
て狭く形成される。
【００１３】
　この実施形態によると、可動部において、偏って荷重が印加され、ロードセル全体に捻
り負荷が作用した場合、幅の狭い連結部で剛体部に連結された前記中央部の分割起歪部に
は、捻り力が一層作用しにくいものとなり、荷重計測精度がより高いものとなる。
【００１４】
　（４）本発明の他の実施形態では、前記複数の分割起歪部を、前記各ビーム部の延在方
向に直交する方向において、上下に貫通させた円形貫通孔によって形成した。
【００１５】
　この実施形態によると、複数の分割起歪部を形成するための起歪部の分割は、ビーム部
の延在方向に直交する方向に沿って形成した上下に貫通する円形貫通孔によって行われる
ので、複数の分割起歪部の製作が容易である。
【発明の効果】
【００１６】
　このように、本発明によれば、捻り歪みの小さい起歪部を容易に構成することによって
精度の高い重量値を得ることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態に係るロードセルを示す斜視図である。
【図２】図１のロードセルを示す平面図である。
【図３】図２におけるＡーＡ断面図である。
【図４】図１の実施形態のロードセルの変形例を示す斜視図である。
【図５】図４のロードセルを示す平面図である。
【図６】図１のロードセルの起歪部断面と従来のロードセルの起歪部断面を示す図である
。
【図７】図４の実施形態のロードセルの変形例を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１９】
　(実施形態１)
　図１は、本発明の一実施形態のロードセルの斜視図であり、図２はその平面図であり、
図３は図２におけるＡーＡ断面図である。
【００２０】
  この実施形態のロードセル１は、角ブロック状のアルミニウム合金やＳＵＳなどの金属
素材の内部を横方向に切削貫通した平行四辺形型のロードセルである。このロードセル１
は、計量装置のベースなどに固定支持される縦長の固定部２と、計測荷重を受ける縦長の
可動部３と、固定部２と可動部３の上下箇所をそれぞれ水平に連結する上ビーム部４及び
下ビーム部５とを備えている。上下の各ビーム部４，５は、固定部２と可動部３とに亘っ
て延在し、その延在方向(図２の左右方向)の両端寄り、すなわち、固定部２寄り及び可動
部３寄りの各２箇所には、内部空間側から湾曲切削されて薄肉の起歪部６がそれぞれ形成
され、各起歪部６の外面に歪ゲージ７がそれぞれ貼着される。
【００２１】
　各起歪部６におけるビーム延在方向に直交する方向(図２の上下方向、図３の左右方向)
の２箇所には、上下方向に貫通する円形の貫通孔８，８がそれぞれ形成され、各起歪部６
が、前記直交する方向に分断並列された３つの分割起歪部６ａ，６ｂ，６ｃで構成されて
いる。起歪部の分割は円形貫通孔によってなされるので製作が容易である。
【００２２】
　次に、図１に示すロードセルの分割起歪部と、上記特許文献１(特開２０１２－６３３
０７号)における従来の平行四辺形型ロードセルの起歪部の断面を図６において比較する
。
【００２３】
　従来のロードセルの起歪部の断面二次モーメントＩ１及び断面係数Ｚ１はそれぞれＩ１
＝（１／１２）・（２ｂ１＋ｂ２）・ｈ１3、Ｚ１＝（１／６）・（２ｂ１＋ｂ２）・ｈ
１2であり、図１に示すロードセルの分割起歪部の合成断面二次モーメントＩ２、及び合
成断面係数Ｚ２もそれぞれＩ１、Ｚ１と同じ値であるとする。
【００２４】
　平行四辺形ロードセルの固定部と可動部とに亘って延在する上下ビームの延在方向の中
心軸Ｌから左右方向の何れかに離れた位置ｐに物品を載置すると固定部と可動部の間に形
成された起歪部に大きい捻り力が作用する。
【００２５】
　従来のロードセルにおいて、同じ定格荷重であるが、捻り力Ｆに対する耐力の高い起歪
部を持つロードセルを製作するには、図６において点線で示すように起歪部の厚みｈ１を
ｈ１’に縮小する代わりに幅を（２ｂ１＋ｂ２）から（２ｂ１＋ｂ２）’に拡大させ、起
歪部の位置を計量台に作用する偏荷重Ｆに近づける。しかし、厚みｈ１’を薄くしてゆく
と、起歪部の加工精度にはバラツキがあるので、生産するロードセルの起歪部の厚みにバ
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ラツキが大きくなり、定格容量に対する荷重信号の大きさのバラツキが拡大する。したが
って起歪部の横幅の拡大には限界がある。
【００２６】
　これに対して同じ定格容量の、すなわち、定格荷重を負荷したとき同じ大きさの荷重信
号を出力するロードセルを製作するととき、分割起歪部を形成する前には、１つの起歪部
の横幅を従来の捻り力に対する耐力の高い起歪部を持つロードセルのものよりさらに広く
し、その代わりに１つの起歪部の中心軸Ｌを挟んで左右の位置に、上下方向に貫通する円
形の貫通孔８、８をそれぞれ設け、該貫通孔８、８によって複数に分割された分割起歪部
における合成断面二次モーメントＩ２及び合成断面係数Ｚ２を、前記耐力の高いロードセ
ルが持つ１つの起歪部の断面二次モーメントＩ１及び断面係数Ｚ１と等しくする。
【００２７】
　円形孔を設けて起歪部を複数に分割するので、同じ定格容量のロードセルを製作するに
ついて、分割された起歪部の厚みは従来の１つの起歪部で構成される高い捻り耐力のロー
ドセルの場合の厚みを維持することができる。
【００２８】
　すなわち、ロードセルの定格荷重は同じであるが、起歪部の厚みを薄くしすぎることな
く、中心軸Ｌより遠い位置に起歪部を形成し、１つの起歪部で構成された捻り力の耐性の
高い従来のロードセルより偏荷重の着力点に近い位置で偏荷重を支持するようにすること
で、より捻り力に対する耐性の高いロードセルが製作できる。
【００２９】
　(実施形態２)
　図４，図５に、本発明の他の実施形態に係るロードセルの斜視図及び平面図が示されて
おり、図１及び図３に対応する部分には、同一の参照符号を付す。
【００３０】
　このロードセル１1は、基本的には上記実施形態と同様に構成されており、角ブロック
状の金属素材の内部を切削貫通して、計量装置のベースなどに固定支持される縦長の固定
部２と計測荷重を受ける縦長の可動部３との上下箇所を、水平な上ビーム部４と下ビーム
部５でそれぞれ連結している。これら上ビーム部４及び下ビーム部５の両端部を内部空間
側から湾曲切削して、薄肉の起歪部６1をそれぞれ形成すると共に、各起歪部６1の外面に
歪ゲージ７を貼着した平行四辺形型に構成されている。
【００３１】
　各起歪部６1におけるビーム延在方向に直交する方向(図５の上下方向)の２箇所には、
図１、図２に示すロードセルに対して部分円弧状の貫通孔８1が形成され、各起歪部６1が
、前記直交する方向に分断並列された３つの分割起歪部６1ａ，６1ｂ，６1ｃで構成され
ている。
【００３２】
　また、分割起歪部６1ａ，６1ｂ，６1ｃの内の中央の分割起歪部６1ｂの外面に歪ゲージ
７が貼着されている。
【００３３】
　このように構成されたロードセル１1は、上記実施形態と同様に、捻り力に対する耐性
が高いという性能を発揮する。更に、分割起歪部６1ａ，６1ｂ，６1ｃを分断する貫通孔
８1が部分円弧状であるために、中央の分割起歪部６1ｂのビーム延在方向(図５の左右方
向)の両端部に、ゲージ貼着部位に比べて、前記直交する方向（図５の上下方向）に幅の
狭い連結部１４がそれぞれ形成されている。各連結部１４は、分割起歪部６1ｂと、その
両側の剛体部である固定部２、可動部３、あるいは、各ビーム部４，５とを連結する。
【００３４】
　この実施形態では、ロードセル１の可動部３に印加された偏荷重によって発生した捻り
応力が、幅の狭い連結１４で吸収されて分割起歪部６1ｂの歪ゲージ７に伝達されにくく
なり、捻り応力に起因する荷重信号の誤差を減少することができる。
【００３５】
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  図７は上記貫通孔８1を円形貫通孔によって形成し、加工を容易にしたものである。
【符号の説明】
【００３６】
　１，１1　　　　ロードセル
　２             固定部
　３　　　　　　 可動部
　４　　　　　   上ビーム部
　５　　　　　   下ビーム部
　６，６1　　　　起歪部
　６ａ，６1ａ　  分割起歪部
　６ｂ，６1ｂ　  分割起歪部
　６ｃ，６1ｃ　  分割起歪部
　７　　　　　　 歪ゲージ
　８，８1　　　　貫通孔
　９　　　　　　 空間
　１４　　　　   連結部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】
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